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（注）左グラフのデータは2001年～2019年。2014年以降はIMF予想。右グラフのデータは2013年。 
（出所）IMFのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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新興国の財政状況は健全？ 

新興国は先進国と比べても概ね健全な財政状況にあり、債務格付けの改善や、景
気後退時に財政政策を打ち出しやすいといったメリットが見込まれます。 

新興国 

新興国の財政状況 

【政府債務残高の対GDP比率の推移】 【財政収支、政府債務残高の対GDP比率】 

■政府債務残高の対GDP比率をみると、新興国は
先進国を歴史的に下回っており、2014年以降も
継続すると予想されています。 

■財政収支と政府債務残高の対GDP比率（2013
年）をみると、新興国は先進国よりも概ね健全な
財政状況にあります。 

 


